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関東支部へのリンクを掲載しました。 

http://www.nua-alumkanto.net/index.html 

 

 

平成 21 年度名古屋大学農学部同窓会会員録発行のお知ら

せとお願い 

 

平成２１年８月農学部同窓会名簿発行予定 

平成２０年１１月より名簿データ確認調査開始 

みなさまのご理解とご協力お願い致します。 

 

インターネットからでも返信できます！ 

 

名古屋大学農学部同窓会（発送元：サラト）から確認はがきが届いたら、住所等の変更の有

無・名簿予約の有無にかかわらず、はがきでご返信頂くか、名簿調査用

HP(http://www.dousoukai.ne.jp)にアクセスし、確認はがきにあります仮 ID を使ってご返

信下さい。 

 

--------------------------------------------------------------------------------------- 

 

名古屋大学農学部同窓会では、会員録の発行を定期的に行ってきましたが、平成 21年度に

新たな更新の時期を迎えます。平成 17年に個人情報保護法が施行されたことを受け、同窓

会理事会では新版発行に関して慎重に審議を重ねてまいりました。そして、平成 20年度総

会において、平成 21年度版名古屋大学農学部同窓会会員録の発行をお計りし、事業案とし

てご承認いただきました。 

 

この事業計画に従い、平成 20 年 7 月 4 日に株式会社サラト*と会員録発行に関わる契約を

締結し、平成 21 年度名古屋大学農学部同窓会会員録を平成 21 年 8 月に発行する予定とな

りました。会員録を新しくするにあたって、株式会社サラトから、同窓会会員の皆様に調査

カードが平成 20 年 11 月頃に発送されることになりますので、そのカードに記載されてい

る現在のデータを確認していただき、訂正、補足後、返送していただけると幸いです。デー

タの更新は株式会社サラトのホームページを通じても行っていただけます。詳しくは調査

カードをご参照下さい。会員の皆様のご協力を心よりお願い申し上げます。なお、発行され

た会員録は、契約に基づいて同窓会員以外には一切頒布されません。 
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同窓会名簿に関わるご不明な点に関しましては、調査カードに記載されていますお問い合

わせ先電話へお願いいたします。また、名古屋大学農学部同窓会への照会に関しましては

dosokai@agr.nagoya-u.ac.jpまでお願いいたします。 

 

*株式会社サラト(http://www.salat.co.jp)は、プライバシーマーク(http://privacymark.jp/)を

取得している同窓会名簿発行に実績を持つ会社で、過去の名古屋大学農学部同窓会会員録

も同社に依頼しております。 

 

 

農学科卒業４０年記念誌を発行しました！ 

 

岩井浩（農 1967年卒）             

 

名古屋大学農学部を昭和４２年に卒業して４０年が経ちました。私達農学科のクラスは１

９人であったことから、卒業後も「１９の会」とグループ名をつけて活動を続けてきました。

実際には不幸にして大橋建男氏が他界して 18人ですが、卒業後数年は、会報も発行し毎年

１回は集まり、それ以後も５年程度に１回は集まり、情報交換とか懇親会で絆を強くしてき

ました（クリックして頂くと今年の集まりの写真をご覧になれます）。還暦を迎える頃から

は、現役職場の一線を退き余裕のできたこともあり、毎年８月のお盆には集まろうというこ

とで今年まで５年続いています。 

そして昨年の出席者から記念誌を創ろうとの声が出て編集が始まり、発行に至ったところ

です。 

１９の会のメンバーは、旧研究室名で[園芸]石川、[農経]大橋・岡本・長谷川・私、[害虫]大

羽・積木・宮木、[植物病理]勝野・杉浦・本田、[栽培]渡辺、[作物]赤堀、[養蚕]関ら（出席

の多い者）です。 

 

記念誌は、Ａ四判カラー印刷５０ページ程度ですが、内容は卒業後４０年を振返ってとか自

分史、サラリーマン生活での苦労話、失敗談、文芸（幼年時代）、法人化後の国立大学が抱

える問題、研究機関での研究の成果、近況報告と様々です。学生中の写真、寄せ書き、１９

の会活動記録、集まりの写真なども満載しました。 

 

自費出版で経費は３万円程度ですが、原稿提出の催促、パソコンでの印刷、編集企画など委

員としては苦労もありましたが、満足する記念誌となりました。 
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また７０歳の時点か卒業５０周年記念として創ろうということになりました。 

 

他の学年の方も記念誌を創ろうという方には、スペアが数冊ありますし、農学部同窓会事

務局にも送付していますので参考としていただければ幸いです。

 

 

 

 

「名古屋大学 学びの秋講座」開講  

名古屋大学創立 70周年プレ企画として、東海テレビと連携し「学びの秋講座」が開講さ

れました。 「同窓生講座」もあり、生命農学研究科修了生のジョン ギャスライト氏や生

命農学研究科 教授 前多敬一郎先生も講師を務められました。
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農学部研究室（研究分野）の変遷 

 

農学科 資源生物科学科 生物環境科学科
林学科 林産学科 食品工業化学科 応用生命科学科

畜産学科
農芸化学科
共通講座 附属施設等 循環資源学 循資 H11.4~

生命共生学 生共 H11.4~
土壌圏物資循環学 土物 H11.4~
循環資源利用学 循利 H11.4~

作物学 作物科学 作科 H5.4~
害虫学 環境昆虫学 環昆 H5.4~
農業経済学・農政学 食料生産管理学 食糧生産管理学 食生 H5.4~

栽培原論及び育種学 植物遺伝育種学 植遺 H5.4~
園芸学 園芸科学 園科 H5.4~

植物病理学 植物病理学 植病 H5.4~
養蚕学 資源昆虫学 資昆 H5.4~

森林利用学 森林利用及び木材工学 森林利用学 森林資源利用学 森資 H5.4~
森林生態生理学 森生 H5.4~

森林植物生態学 森植
森林経理学 森林環境資源学 森環 H5.4~

林産製造学 治山工学 水土保全学 水土 H5.4~ 森林気象水文学 森気

家畜育種学 動物遺伝制御学 動遺 H5.4~
家畜繁殖学 動物生殖制御学 動生 H5.4~ 生殖科学 生殖 H17.4~
家畜解剖学 生体機構学？ 動物形態情報学 動形 H5.4~

家畜飼養学 動物栄養情報学 動栄 H5.4~
家畜衛生学 家畜生理学 動物機能制御学 動機 H5.4~

動物細胞生物学 動細 H10.4~

植物高次機能学 植高 H9.4~
生物相関機構学 相機 H9.4~
生物相関進化学 相進 H9.4~ 生物相関防御学 相防
分子機能モデリング分モ H10.4~
動物行動統御学 動行 H10.4~
神経内分泌統御学 神内 H10.4~
代謝モデル生化学 代生 H10.4~

細胞ダイナミクス 細ダ
動物機能ゲノム学 動ゲ
分子細胞制御学 分細 H5.4~

生物化学及び有機分析 生物化学 生物化学 生化 H5.4~
肥料学 植物栄養及び肥料学 植物分子生理学 植分 H5.4~

分子細胞制御学 分細 H5.4~
畜産製造学 食品製造化学第二 分子生体制御学 分制 H5.4~

農産物利用及び農薬化学 農産製造学 食品製造化学第一 食品機能化学 食機 H5.4~
栄養生化学 栄生 H5.4~

分子生理化学 分化
醗酵化学 微生物学 微生 H5.4~

農薬化学 生理活性物質化学 生活 H5.4~
分子機能学 分機 H5.4~

生物有機化学 食品有機化学 生物有機化学 生有 H5.4~
食品物理化学 生体高分子学 生高 H5.4~

培養工学 遺伝子制御学 遺制 H5.4~
生物反応工学 分子生物工学 分工 H5.4~

林産化学 森林化学 森林化学 森化 H5.4~
木材加工学 生物材料工学 材工 H5.4~

木材物理学 生物材料物理学 材物 H5.4~
木材化学工学 高分子生物材料化学 高生 H5.4~

木材工業機械学 林産学 生物材料機械学 材機 H5.4~ 生物システム工学 生シ H18.4~

水産学 動物比較情報学 動比 H5.4~ 水圏動物学 水動
土壌学 土壌化学 土壌学 土壌生物化学 土生 H5.4~

資源生物環境学 資源植物環境学 資植 H5.4~

植物生産科学第１植１
植物生産科学第２植２
有用農業形質保存有農

（草地学） 草地学 草地 H11.4~ 動物生産科学第１動１
附属演習林 （森林保護学） 森林保護学 森保 H11.4~

草地研究施設 山地畜産実験実習施設 （家畜管理学） 動物管理学 動管 H11.4~ 動物生産科学第２動２
安城農場
豊川農場

生化学制御研究施設　第１部門・代謝制御 代謝制御 生物分子応答研究センター・導入形質統御細胞情報制御 細情 H11.4~ 高次生体分子機能 高分
生化学制御研究施設　第２部門・生理活性物質調節 生理活性物質調節 生物分子応答研究センター・内環境応答統御 有用農業形質保存 有農

植物分子育種 植育
東山地区へ移転 生化学制御研究施設　第３部門・栄養制御栄養制御 生物分子応答研究センター・器官形成統御器官情報制御 器情 H11.4~ 動物細胞機能 動能

生物分子応答研究センター・環境応答統御（外環境応答統御）外環境情報制御 外情 H11.4~ 植物細胞機能 植細
分化遺伝制御 分化情報制御 分情 H11.4~

多元情報制御 多情 H11.4~ 器官機能 器機
プロジェクト開発 プ開
協力ネットワーク開発 協ネ

食品化学及び栄養化学

耕利 H11.4~

H11.4~内環境情報制御 内情

造林学

附属農場（東郷）
（耕地利用学） 耕地利用学

栄養化学


